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「本音」で向き合った３年間
　早いもので 遊 佐町の協力隊活動がはじまり、 ３年が経 過しました。 そして私
はこの３月末をもって任期を満了することになりました。 協力隊活動を終えるに
あたりこれまでを振り返ると、地域のみなさんの様々なご協力があってはじめて、
沢山の企画を一 緒に創り上げることができたのだということをあらためて感じて
います。
　生まれ育った遊 佐町のこれからを想う一人一人と、遊 佐の魅力にひかれ移住し
て来た私が協力隊という「縁」でつながり、互いに感じ考えている町への「想い」
を本音で話し合うことができたこの３年間は本当に貴重な時間でした。あっとい
う間に過ぎた短い時間ではありましたが、これからのまちづくりにつながる小さ
なきっかけを、いくらかでも生みだすことができていたら嬉しく思います。
　私の協力隊をしての活動は終了しますが、 山形や 遊 佐 町がもっともっと元 気
で 魅力的な町になるよう、 これからも活 動を続けていきたいと思います。 ３年
間本当にありがとうございました。そしてこれからもよろしくお願いします。

遊佐町をもっと面白く
　 神 奈 川県 の川 崎 市から、 ここ遊 佐 町に移り住み 早 2 年が 経ちました。 日々、
沢山の方の助けを借りながら活動させていただいています。
　2 年目の 活 動 で は、1 年目の 活 動 を 通して感じた課 題をもとに、 少しずつで
も変 化するきっかけ、 より良くなるきっかけを作っていこうという思いで 活 動し
てきました。 そして、 一つひとつ のプロジェクトを 終えるたび に、 次の 活 動 に
つながるヒントを得てきたことを実 感しています。 同時に、遊 佐町をもっともっ
と発 信していかなければならないという意識も強くなりました。 そして、3 年目
を 迎 える今、 新たに「遊 佐 町 いまむ かし 風 景写 真コンクール」 という企 画が
動 き出しています。 遊 佐 町の風 景 に焦 点を当て内 から外から見つめることで、
変 化していく町の様 子 や 私たちの暮らし、 遊 佐 町の良さに目を向けるきっかけ
になれば嬉しいです。 皆さんと遊 佐町をもっと面白くしていきたいです。

自然とともに
　昨年の４月に家族で遊 佐へ移住し、「地 域おこし協力隊」として活動させてい
ただいてから、早いものでまもなく一年になろうとしています。
　来て早々に田植えの季 節となり、 見ず知らずの者に支 援の 依 頼など来るのだ
ろうか…？ という不安もすぐに消し飛ぶほどに、毎日の新たな出会いと、心 地よ
い汗 のかける野良仕事が 待っていてくれたことは、 移 住への不安も同 時に感 謝
の気持ちに変えてくれました。
　一年目は、 温かく迎えてくださった広 野集落での農作業の支援が中心の活動
でした。加えて二年目からは、私たち家族が移住するきっかけともなった東日本
大 震 災と原発事故の、 被 災者や 避 難 者の方々への空き家等を活用した「保 養」
支援を通して、 遊 佐に来ていただくことによって移 住・定住に結びつけられるよ
うな活 動を具体化していきたいと考えています。 私 達自身が 感じた 遊 佐 町の自
然の良さを、今も痛みや苦しみを感じている方々に伝えていく中で、地元の皆さ
んとも分かち合っていけたら幸せです。
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こんにちは！
地域おこし協力隊です

遊佐の地域活性化をめざす地域おこし協力隊。
岡部裕三、鍋内愛美、坪沼雪人の活動をお伝えします。

「ゆざのみ」とは…漢字にすると 〝遊佐の実 ”。果実の中に種があるように、遊佐のおいしさが詰まった「ゆざのみ」を読んだあと、みなさんの
　  中に食への興味の芽がでるように、との想いが込められています。


